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たった3時間半のフライトで常夏の島に。国内旅行とほぼ変わらない手軽さで、
日常とかけ離れた自然を味わえるのがグアムの魅力だ。
しかも時差は1時間だけ。日本を飛びたった飛行機はひたすら南へ。
海の色が透明な青になったらもうすぐグアムだ。

文・轟 優子　写真・土屋 明

近くて、手頃で、そして贅
ぜ い た く

沢

「こんなに近いのか」と驚くぐらいあっという間に到着。特

に真冬やまだ寒い春先に日本列島からグアム島にやって来る

と、著しい気候の違いに体が驚く。北緯 13 度 28 分に位置

し、赤道に近いこの島は海洋性亜熱帯気候で、気温は一年

中 27 度から 30 度と変わらない。だからいつ行ってもリゾー

トウェアとビーチサンダルで過ごすことができる。一年は乾期

と雨期に二分され、乾期は 11 月から５月ぐらいまで続く。た

だし、12 月だけは、時として台風に襲われることがある。グ

アム近海ではおよそ５～６年に 1 度の割合で台風が発生し、

時には大きな被害がある。台風を除けばなんの気候変動もな

いけれど、雨期には一日に何度か猛烈なスコールがある。と

はいえ、一日中雨が降り続くことはないから、雨宿りでしのげ

ばいい。そして、グアムの面積は淡路島とほぼ同じで、6 ～

7 時間もあれば一周できるほど小さい。

日本に一番近いアメリカの島グアム（アメリカ準州）は、

航空運賃が手頃で日本各地から毎日のようにフライトがある。

街の美化運動が進み、インフラも一段と整備された今だから

こそ、国内旅行の延長線で気軽に出かけてみたい場所だ。

特集 1

恋人岬は、タモン湾を一望するグアムで一番の
景勝地。岬の突端は海抜 122メートルの断崖
で、真下の海を覗くのはスリリングだ。遠方に
はホテル ･ ニッコー･グアムが見える。

島の南部にあるグアム歴史村、イ
ナラハン・ゲフパゴ文化村では、少
年少女がチャモロの伝統的なコス
チュームでダンスを披露する。
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たった３時間半で別世界の南の島に

家族で行くなら最低でも 3 泊 4 日は欲しい。まず到着 1 日

目はホテルで荷解きしてリラックス。たまには南の島でなけれ

ばとても身に着けることができないような派手なアロハシャツ

とショートパンツ姿はいかがだろう。女性は肩が大きく開いた

サマードレスに着替えて、いつもと違った解放感に浸るのも

いい。冷たいトロピカルカクテルを飲んでリラックスしている

と、子供たちはもう、待ちきれない気分で水着に着替えてビ

ーチに駆け足だ。「ああ、来てよかった」と実感するや、とろ

ーりとろける気分で知らぬ間に海辺のデッキ・チェアでうとう

と。宵ともなれば、さあ、ビーチでバーベキューと行こう！

グアムは、家族、カップルの旅行はもちろん、あらゆる年

齢層に適したアクティビティーが揃っている。マリンスポーツ

やゴルフ、そして島の南部ではトレッキングが楽しめる。多

忙なエグゼクティブでも、緊急な用事があればたった 3 時間

半で日本に戻ってくることができる。空港から程近いタモン湾

沿いに立つ高級リゾートホテルの多くはここ数年で、リノベー

ションを終えた。海を一望するテラス付きのスイートルームは

ゆったりしたスペースが満喫できる上、他のリゾートと比べる

と宿泊料金がリーズナブル。

日がな一日ビーチで太陽を浴びる

カップルならば、島最北端にあるアンダーソン空軍基地か

ら程近い、ココパーム・ガーデンビーチで日がな一日のん

びりするのもいい。ここは 2003 年にオープンした比較的新

しい日帰りビーチリゾートだ。透明な海の青が白い砂浜に

美しく映え、穏やかな波が静かに打ち寄せる。「とにかく水

が透明できれいですから、すぐそこの海に入るとカラフルな

魚がたくさん見えますよ。遠浅だからジェットスキーやウイン

ドサーフィンはできませんが、リラックスするには最適です。 

4 回も 5 回もやってくるリピーターも多いんです」と言うのは、

マネージャーの淡路勝一さん。ビーチのすぐ裏手にあるナチ
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ュラル・トレイルを案内してもらった。小道の両脇にはパンの

木やココ椰子の木などが生え、可愛いピンクの花が咲く南洋

桜や香水の原料となるイランイランの黄色い花が咲いている。

「野生のブーゲンビリアを見てください。ほら、すごい棘
とげ

でしょ」

と淡路さん。濃いピンクの花は美しいが、枝に生える棘が鋭

くて刈り取りにくく、廃墟に密生して家屋を覆い尽くすそうだ。

島を訪れたカップルが必ず立ち寄るのが恋人岬。タモン湾

の北に位置するガン ･ ビーチのすぐそばにあり、グアム一の

観光名所として知られる。スペイン統治時代に、島の原住民、

チャモロの美しい娘が、結婚を迫るスペイン総督から逃れ、

チャモロ人の恋人とともにここから身を投げたという伝説から

この名前が付けられた。展望台からタモン湾の美しい海岸線

を眺めるといい。イパオ岬からオロテ岬まで一望できる。

島の南東に広がる豊かなジャングル

アクティブ派であれば、タロフォフォ川支流のウグム川を小

船で下り、チャモロ文化や豊かなジャングルの植物群を訪ね

歩くのも楽しいだろう。島の南東に広がるジャングル地帯は川

底から湧き水が噴出し、豊かな植生が特徴だ。だからここで

はおよそ飢え死にする心配がないらしい。グアム島で 28 年

間も暮らした横井庄一さんの棲み家がタロフォフォ滝の近くに

あったのもうなずける。野生のバナナ、パパイヤ、マンゴーな

どフルーツが年中実り、川にはナマズやティラピアが泳ぎ、ジ

ャングルには野生のニワトリ、アヒル、ブタ、そしてチャモロ

の人々が珍重するヤシガニが生息している。

グアム島の人口は 16 万で、そのうち先住民族のチャモロ

人が 23％を占めているという。チャモロ人がグアム島にやっ

て来たのは、およそ 2000 年前とか 4000 年前など諸説があ

る。星を頼りに航海したという彼らは、大きな目、比較的狭

い鼻孔、精
せいかん

悍な体つき、浅黒い肌と黒い髪を持つ。ジャング

ルツアーのガイド、アルドン・パウリノさんもその一人で、チ

ャモロの文化に誇りを持っている。彼は高床式住居の土台だ

ったといわれるラッテストーン（Latte stone）や石のまな板

を見せてくれた。「ノニの木の実は心臓病や高血圧に効果が

あるんだよ」とノニの木の葉っぱを指し示す。チャモロ人は椰

子の葉で帽子、バスケット、スカート、そして魚
び く

籠や家の屋根

まで見事な手さばきで作りあげる。パウリノさんの話では、島

民のうち最も多いのがチャモロ人で、次にフィリピン人、チャ

モロ人とフィリピン人との混血、そして日本人と続くそうだ。ち

島の北西部にあるココパーム・ガーデンビーチの静かな海辺では、
大人も子供も一日中リラックス。

ホテル・ニッコー･グアムの北側に位置するガン・ビーチで、
日光浴を楽しむ愉快な親子。

上：太平洋を望むダイナミック
なゴルフコース、カントリーク
ラブオブザパシフィック（CCP）
は、全米ゴルフ協会のコース
レーティングで「グアムで一番
難しい」とされ、コースレート
76と認定された。

下：真っ赤なバスは、ショッピ
ングエリアとホテルを結ぶ便
利な足。

上：南部のジャングルは水が
豊富だ。タロフォフォ川の支流
にはマングローブが茂る。

下：タモン 地 区 に は 世 界 の
一流ブランド品を揃えている
ショッピングセンターが集中し
ている。


